戦前京城の百貨店―和信百貨店・連鎖店を中心として by 谷内 正往
は
じ
め
に
戦
前
の
朝
鮮
半
島
京
城
（
現
、
大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
）
に
は
日
系
百
貨
店
の
三
越
、
三
中
井
、
丁
子
屋
、
平
田
の
四
店
が
あ
っ
た
。
唯
一
民
族
系
の
百
貨
店
は
和
信
だ
け
で
、
そ
の
経
営
的
特
徴
は
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
（
）
。
戦
前
昭
和
初
期
の
百
貨
店
新
聞
に
よ
る
と
、
和
信
百
貨
店
は
百
貨
店
の
み
な
ら
ず
、
連
鎖
店
（
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
）
を
朝
鮮
半
島
に
約
三
七
店
展
開
し
て
い
た
と
い
う
（
）
。
一
つ
一
つ
が
小
規
模
店
で
あ
る
と
し
て
も
、
全
体
で
見
る
と
そ
の
商
品
供
給
量
は
莫
大
な
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
仕
入
れ
先
の
多
く
が
大
阪
の
業
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
興
味
深
い
。
小
稿
で
は
、
当
時
の
京
城
五
大
百
貨
店
（
）
を
一
瞥
し
た
後
、
和
信
百
貨
店
・
連
鎖
店
の
創
立
経
緯
、
経
営
者
の
朴
興
植
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
連
鎖
店
の
研
究
で
は
高
島
屋
の
事
例
（
戦
前
レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ェ
ー
ン
一
六
店
）
が
有
名
で
あ
る
（
）
が
、
京
城
に
お
い
て
も
多
店
舗
展
開
を
目
論
む
業
者
が
存
在
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
戦
前
の
植
民
地
商
業
（
小
売
業
）
に
大
阪
の
商
業
者
が
与
え
た
影
響
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
考
え
る
。
連
鎖
店
（
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
）
は
同
じ
タ
イ
プ
の
店
舗
を
多
数
出
店
す
る
こ
と
で
規
模
の
利
益
を
得
よ
う
と
す
る
小
売
組
織
を
い
う
（
）
。
そ
の
類
型
と
し
て
、
第
一
に
同
一
資
本
で
運
営
す
る
レ
ギ
ュ
ラ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
高
島
屋
均
一
戦
前
京
城
の
百
貨
店
和
信
百
貨
店
・
連
鎖
店
を
中
心
と
し
て
谷
内
正
往
店
な
ど
）、
第
二
に
個
別
業
者
が
共
同
し
て
仕
入
れ
を
行
う
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
（
）
、
第
三
に
本
部
が
加
盟
店
を
集
め
て
契
約
し
、
加
盟
店
に
商
品
供
給
や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝
授
を
す
る
こ
と
で
、
見
返
り
に
経
営
指
導
料
（
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
）
を
受
け
取
る
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
が
あ
る
。
和
信
連
鎖
店
は
、
独
立
し
た
個
別
の
小
売
業
者
と
契
約
し
て
商
品
を
供
給
し
、
あ
わ
せ
て
経
営
指
導
も
行
う
組
織
だ
っ
た
の
で
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
と
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
経
営
指
導
料
を
徴
収
し
た
形
跡
が
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
一
戦
前
京
城
の
百
貨
店
三
越
、
三
中
井
、
丁
子
屋
、
平
田
、
和
信
表
は
戦
前
京
城
の
人
口
推
移
で
あ
る
。
一
九
一
年
約
二
八
万
人
か
ら
一
九
二
年
に
は
約
二
五
万
人
と
や
や
減
少
す
る
も
の
の
、
一
九
三
年
に
は
約
三
十
五
万
人
、
一
九
四
年
に
は
市
域
拡
張
に
よ
り
約
九
万
人
ま
で
急
増
す
る
。
そ
の
う
ち
日
本
人
の
割
合
を
見
る
と
、
一
九
一
五
年
か
ら
三
年
に
二
五
二
十
八
％
と
約
四
分
の
一
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
人
の
多
く
は
官
吏
で
あ
り
、
事
業
者
だ
っ
た
の
で
、
富
裕
層
を
相
手
に
す
る
日
本
人
向
け
の
百
貨
店
が
族
生
す
る
余
地
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
図
は
京
城
の
五
大
百
貨
店
立
地
図
で
あ
る
。
図
の
南
に
あ
る
市
電
の
鮮
銀
駅
前
に
三
越
（
本
町
一
丁
目
）
が
あ
り
、
そ
の
右
側
に
三
中
井
（
本
町
一
丁
目
）
が
あ
る
（
地
図
に
は
な
い
が
同
じ
本
町
一
丁
目
に
平
田
も
あ
る
）。
市
電
に
沿
っ
て
北
に
上
が
る
と
丁
子
屋
（
南
大
門
通
二
丁
目
）
が
あ
り
、
さ
ら
に
進
む
と
和
信
（
鍾
路
二
丁
目
）
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
京
城
の
五
大
百
貨
店
は
集
中
し
て
立
地
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
各
店
の
進
出
の
い
き
さ
つ
を
一
瞥
し
て
お
こ
う
（
）
。
ま
ず
、
三
越
は
一
九
五
年
一
月
頃
、
三
越
日
比
翁
助
が
初
代
韓
国
統
監
・
伊
藤
博
文
の
慫
慂
を
う
け
て
、
一
九
六
年
一
月
木
造
二
階
建
て
三
越
呉
服
店
出
張
所
を
京
城
に
出
店
し
た
。
そ
の
二
年
後
大
連
に
も
出
店
し
た
。
次
に
、
三
中
井
は
滋
賀
県
で
呉
服
小
間
物
商
を
営
ん
で
い
た
中
江
勝
治
郎
が
、
一
九
五
年
一
月
韓
国
大
邱
に
呉
服
店
を
開
業
し
た
。
一
九
一
一
年
に
は
京
城
に
出
店
し
本
店
と
し
、
以
後
朝
鮮
各
地
（
大
邱
、
晋
州
、
元
山
、
釜
山
、
平
壌
）
に
支
店
を
設
置
し
て
、
一
九
二
二
年
に
は
株
式
会
社
へ
改
組
し
た
。
丁
子
屋
は
、
三
重
県
津
市
で
洋
服
製
造
・
販
売
業
を
営
ん
で
い
た
小
林
源
六
表 ．京城の人口推移
年
総人口
（人）
日本人
（人）
日本人比率
（％）
備考 、 年は大京城（市域拡張後）の数値。
出所 平野隆 戦前期における日本百貨店の植民地進出
─京城 現、ソウル の事例を中心に─ 法学
研究 慶應義塾大学法学部、 年 月より作
成。
戦前京城の百貨店
が
、
一
九
四
年
二
月
日
露
開
戦
時
に
釜
山
へ
支
店
設
置
し
、
同
年
九
月
に
京
城
へ
進
出
し
た
。
そ
こ
で
は
、
洋
服
・
用
達
お
よ
び
羅
紗
販
売
業
の
店
を
開
業
し
た
。
一
九
二
一
年
に
株
式
会
社
へ
改
組
し
、
京
城
を
本
店
と
し
た
（
）
。
三
中
井
と
丁
子
屋
の
特
徴
は
、
百
貨
店
経
営
を
や
り
な
が
ら
被
服
・
裁
縫
、
洋
服
等
の
縫
製
工
場
も
多
数
持
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
両
社
と
も
朝
鮮
に
、
職
工
五
人
以
上
五
未
満
の
工
場
を
七
つ
所
有
し
て
い
た
。
そ
の
上
に
、
丁
子
屋
は
五
人
以
上
一
人
未
満
の
工
場
を
二
つ
、
一
人
以
上
二
人
未
満
の
工
場
を
一
つ
運
営
し
、
三
中
井
は
二
人
以
上
の
工
場
を
一
つ
運
営
し
て
い
た
（
）
。
両
社
は
自
社
の
製
造
衣
服
の
販
路
拡
大
の
た
め
に
、
京
城
に
百
貨
店
を
開
き
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
田
は
、
創
業
者
平
田
千
惠
人
（
）
が
一
九
八
年
京
城
本
町
一
丁
目
に
和
洋
雑
貨
お
よ
び
家
具
商
を
開
業
し
、
一
九
一
五
年
と
一
九
二
二
年
に
店
舗
を
拡
張
し
た
。
拡
張
時
に
旅
館
を
買
収
し
た
の
で
旅
館
の
兼
業
も
行
っ
て
い
る
。
最
後
に
、
和
信
は
他
の
（
日
系
）
百
貨
店
と
は
異
な
り
唯
一
民
族
系
の
百
貨
店
で
あ
る
。
元
は
貴
金
属
美
術
品
を
扱
う
店
舗
だ
っ
た
が
、
経
営
者
が
変
わ
り
大
規
模
化
し
て
百
貨
店
と
な
っ
た
。
同
店
の
立
地
す
る
鍾
路
通
り
に
は
朝
鮮
人
客
が
多
く
、
こ
の
点
も
他
の
百
貨
店
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
表
は
京
城
の
五
大
百
貨
店
概
要
で
あ
る
（
）
。
三
越
が
一
九
六
年
に
進
出
し
て
か
ら
、
一
九
二
五
年
頃
に
百
貨
店
化
が
進
み
、
店
舗
の
大
型
化
も
進
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
売
場
面
積
を
み
る
と
丁
子
屋
の
一
万
二
千
に
対
し
て
、
平
田
は
二
六
と
小
規
模
で
あ
る
が
、
他
は
七
八
千
と
規
模
が
似
て
い
る
（
日
本
内
地
で
は
一
万
坪
約
三
万
三
千
以
上
が
大
手
百
貨
店
の
標
準
的
な
大
き
さ
だ
っ
た
の
で
、
京
城
の
店
舗
は
ど
れ
も
総
じ
て
小
規
模
で
あ
る
（
）
）。
図 ．京城の五大百貨店立地図
出所 尾崎新二 もう僕は京城っ子には戻れない 世界日報社、
年、とじ込み地図から抜粋して作成。
表は
各
社
の
年
度
別
営
業
税
額
な
の
だ
が
、
三
越
が
上
位
を
占
め
つ
つ
、
そ
れ
を
丁
子
屋
、
三
中
井
が
追
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
一
九
三
八
九
年
の
和
信
を
見
る
と
、
百
貨
店
と
連
鎖
店
の
合
計
で
は
、
三
越
に
は
劣
る
も
の
の
、
他
の
二
社
に
は
肉
薄
す
る
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
和
信
の
急
成
長
は
百
貨
店
事
業
だ
け
で
な
く
、
連
鎖
店
事
業
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
あ
た
り
節
を
変
え
て
見
て
い
こ
う
。
二
和
信
百
貨
店
・
連
鎖
店
の
創
立
と
経
営
者
朴
興
植
和
信
百
貨
店
・
連
鎖
店
の
創
立
和
信
百
貨
店
は
一
九
年
申
泰
和
が
鍾
路
通
り
に
貴
金
属
美
術
品
専
門
の
和
信
商
会
を
開
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
九
二
一
年
業
務
拡
大
に
合
わ
せ
て
朝
鮮
呉
服
類
も
扱
う
よ
う
に
な
る
。
一
九
二
四
年
に
は
雑
貨
部
を
設
け
て
百
貨
店
化
し
た
。
図
の
（
）
は
和
信
商
会
時
代
で
、（
）
は
和
信
が
百
貨
店
化
し
た
頃
の
も
の
で
あ
る
。
同
社
は
、
一
九
三
一
年
株
式
会
社
へ
改
組
し
た
。
一
九
三
二
年
一
月
和
信
東
隣
に
東
亜
百
貨
店
（
崔
楠
）
が
開
店
し
て
か
ら
激
烈
な
る
商
戦
の
後
、
同
年
七
月
に
東
亜
を
買
収
す
る
こ
と
に
な
る
。
両
百
貨
店
は
図
の
通
り
陸
橋
で
結
ば
れ
た
。一
九
三
四
年
六
月
連
鎖
店
事
業
（
日
用
雑
貨
の
廉
価
販
売
）
を
計
画
し
、
一
九
三
六
年
三
月
和
信
連
鎖
店
株
式
会
社
が
創
立
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
式
京城三越 三中井 丁子屋 平田 和信
京城進出 年 年 年 年
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表 ．京城の百貨店、年度別営業税一覧（単位 円）
出所 京城商工年鑑 各年度版より作成。
戦前京城の百貨店
連
鎖
店
が
約
三
七
店
展
開
さ
れ
る
。（
先
に
述
べ
た
通
り
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
は
独
立
し
た
小
売
店
が
共
同
仕
入
れ
を
行
っ
た
り
、
店
舗
デ
ザ
イ
ン
を
共
通
化
し
た
り
し
て
規
模
の
利
益
を
発
揮
し
よ
う
と
す
る
連
鎖
店
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
一
つ
で
あ
る
）。
途
中
、
和
信
百
貨
店
の
方
は
、
一
九
三
五
年
一
月
二
七
日
百
貨
店
西
館
お
よ
び
東
館
一
部
が
火
災
に
遭
う
。
同
年
九
月
東
館
を
増
築
し
、
十
二
月
（
経
営
不
振
の
平
安
百
貨
店
を
改
組
し
て
）
和
信
平
壌
店
（
）
を
開
店
し
て
い
る
。
一
九
三
七
年
京
城
本
館
が
完
成
し
た
。
図
は
京
城
本
館
で
あ
る
。
図
は
そ
の
店
内
配
置
図
で
あ
る
。
図
が
不
鮮
明
で
読
み
取
れ
な
い
が
、
屋
上
の
下
に
は
ホ
ー
ル
が
あ
っ
て
、
各
階
に
は
品
揃
え
商
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
店
は
品
揃
え
を
含
め
て
日
本
型
の
百
貨
店
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
）
。
図
は
和
信
の
職
制
一
覧
表
（
一
九
三
五
年
頃
）
で
あ
る
。
社
長
朴
興
植
以
下
経
営
幹
部
の
下
に
、
平
壌
支
店
長
、（
本
店
）
百
貨
店
課
長
、
総
務
課
長
、
連
鎖
店
課
長
、
大
阪
仕
入
部
長
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
ま
ず
百
貨
店
と
連
鎖
店
が
同
じ
組
織
内
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
大
阪
仕
入
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
大
阪
が
主
要
な
仕
入
れ
先
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
人
員
は
ど
れ
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
和
信
連
鎖
店
（
）
に
つ
い
て
は
、
本
部
課
長
以
下
七
名
、
京
城
配
給
所
・
同
四
四
名
、
釜
山
配
給
所
・
同
二
八
名
、
平
壌
配
給
所
・
同
三
四
名
、
元
山
配
給
所
・
同
二
一
名
、
郡
山
配
給
所
・
同
一
五
名
の
合
計
二
一
二
名
で
あ
る
。
や
や
時
期
は
下
る
が
一
九
四
年
頃
の
百
貨
店
組
織
と
人
員
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
（
）
。
一
九
四
年
頃
の
和
信
株
式
会
社
和
信
（
和
信
百
貨
店
）
資
本
金
三
万
円
京
城
本
店
（
営
業
部
長
前
田
孝
吉
）
従
業
員
男
四
五
名
女
二
名
（
別
に
職
工
男
三
名
、
女
五
名
）
平
壌
支
店
（
支
店
長
大
山
鐘
萬
）
同
男
一
六
名
女
六
名
鎮
南
浦
支
店
（
支
店
長
中
川
基
鼎
）
同
男
五
五
名
女
六
名
東
京
出
張
所
（
所
長
熊
谷
孝
兵
）
同
男
三
名
女
一
名
大
阪
仕
入
部
（
）
（
部
長
片
桐
幹
吉
）
同
男
二
五
名
女
二
五
名
（
小
計
）
男
六
九
三
名
女
三
四
六
名
合
計
一
三
九
名
す
な
わ
ち
京
城
本
店
が
男
女
合
わ
せ
て
六
五
名
、
平
壌
が
同
二
二
名
、
鎮
南
浦
支
店
が
一
一
五
名
、
東
京
出
張
所
が
四
名
、
大
阪
仕
入
部
が
五
名
、
計
一
三
九
名
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
百
貨
店
事
業
に
約
千
人
と
多
く
の
人
員
が
割
か
れ
て
い
る
が
、
連
鎖
店
事
業
に
も
約
二
人
と
一
定
の
人
員
が
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
改
め
て
図
を
見
る
と
、
経
営
陣
は
現
地
人
で
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
嘱
託
、
百
貨
店
、
大
阪
仕
入
部
は
日
本
人
が
担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
林
廣
茂
幻
の
三
中
井
百
貨
店
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
（
）
。
（
朴
興
植
は
引
用
者
）
そ
れ
ま
で
百
貨
店
経
営
の
経
験
が
な
か
っ
た
た
め
、
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
従
業
員
の
教
育
、
商
品
の
仕
入
れ
に
至
る
ま
で
日
出所 和信五十年史 和信産業株式会社、 年、ページなし、京都大学経済学部図書室所蔵。
図 ．和信商会（ ）から和信百貨店へ（ ）
出所 前掲 和信五十年史 ページなし。
図 ．和信百貨店と買収された東亜百貨店の陸橋
出所 前掲 和信五十年史 。
図 ．和信百貨店京城本館新築時、店内配置図
出所 清水組編 工業年鑑（昭和 年版） 同組、
年、 、国会デジタルライブラリー、
年 月 日アクセス。
図 ．和信百貨店、京城本館
（ ） （ ）
戦前京城の百貨店
本
人
及
び
多
く
の
日
本
企
業
に
協
力
を
求
め
た
。
日
本
人
を
役
員
に
招
き
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
販
売
責
任
者
な
ど
日
本
人
の
専
門
家
を
雇
っ
て
い
る
。
仕
入
先
で
あ
る
日
本
企
業
へ
の
橋
渡
し
も
日
本
人
が
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
朴
自
身
も
日
本
に
渡
っ
て
百
貨
店
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
、
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
や
り
方
を
学
び
取
っ
て
い
る
。
商
品
供
給
で
は
、
鐘
淵
紡
績
・
津
田
社
長
、
大
日
本
製
糖
・
藤
山
社
長
、
明
治
製
菓
・
相
馬
社
長
、
味
の
素
・
鈴
木
社
長
、
日
清
製
粉
・
正
田
社
長
、
な
ど
当
時
の
日
本
を
代
表
す
る
大
企
業
の
社
長
と
直
接
面
会
し
取
引
契
約
を
し
て
い
る
。
最
初
の
資
金
融
資
は
朝
鮮
殖
産
銀
行
（
有
賀
光
豊
頭
取
）
が
行
っ
た
。
朴
は
当
時
す
で
に
、
百
貨
店
の
前
身
で
あ
る
和
信
商
会
や
朝
鮮
最
初
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
・
ス
ト
ア
を
経
営
す
る
和
信
連
鎖
店
、
鮮
一
紙
物
、
大
同
興
業
な
ど
の
経
営
者
と
し
て
成
功
を
重
ね
た
、
朝
鮮
人
の
中
で
も
希
有
の
実
業
家
で
あ
り
、
京
城
商
工
会
議
所
の
有
力
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
っ
た
。
朴
の
出
自
（
）
を
探
っ
て
み
る
と
、
一
九
三
年
平
安
南
道
龍
岡
郡
に
生
ま
れ
、
一
七
歳
で
実
業
界
入
り
す
る
。
一
九
一
八
年
鎮
南
浦
に
出
て
米
穀
貿
易
商
と
な
り
、
一
九
二
年
に
は
印
刷
事
業
に
着
眼
し
、
故
郷
で
鮮
光
堂
（
印
刷
所
）
を
経
営
す
る
。
同
社
は
一
九
二
四
年
株
式
会
社
へ
改
組
し
、
一
九
二
五
年
西
鮮
産
業
株
式
会
社
社
長
（
倉
庫
、
金
融
、
貿
易
、
運
送
業
、
一
九
二
八
年
辞
任
）、
一
九
二
六
年
鮮
一
紙
物
株
式
会
社
を
創
立
す
る
。
同
社
は
内
外
各
製
紙
会
社
と
特
約
を
結
び
、
出所 百貨店新聞 第 号、 年 月 日付、第 面。
図 ．和信職制一覧表
和
洋
紙
の
卸
売
業
及
び
新
聞
巻
取
紙
を
輸
入
す
る
会
社
で
あ
っ
た
。
一
九
三
一
年
九
月
京
城
の
和
信
商
会
社
長
と
な
り
、
以
後
、
和
信
百
貨
店
、
和
信
連
鎖
店
の
創
立
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
、
朴
は
戦
時
下
朝
鮮
に
お
け
る
財
界
の
名
士
で
も
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
特
殊
会
社
北
鮮
製
紙
化
学
工
業
、
朝
鮮
石
油
の
創
立
に
際
し
、
朝
鮮
総
督
府
か
ら
推
薦
さ
れ
て
重
役
へ
就
任
し
て
い
る
。
さ
ら
に
大
同
興
業
、
大
東
織
物
、
和
信
貿
易
、
朝
鮮
百
貨
卸
の
各
社
長
、
京
城
紡
織
、
朝
鮮
生
命
保
険
、
南
満
紡
績
ほ
か
十
指
に
余
る
各
社
の
取
締
役
を
兼
ね
て
い
た
。
公
職
と
し
て
は
、
朝
鮮
百
貨
店
店
組
合
理
事
長
、
朝
鮮
総
督
府
時
局
対
策
調
査
委
員
、
朝
鮮
総
督
府
物
価
委
員
、
朝
鮮
中
央
賃
金
委
員
、
朝
鮮
聯
合
青
年
団
理
事
、
朝
鮮
貿
易
協
会
理
事
、
朝
鮮
工
業
協
会
理
事
、
京
城
府
陸
軍
志
願
兵
後
援
会
理
事
な
ど
に
就
任
し
た
（
）
。
朝
鮮
財
界
の
名
士
で
あ
る
朴
は
、
朝
鮮
と
関
わ
り
の
深
い
日
本
企
業
の
知
遇
を
受
け
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
和
信
百
貨
店
、
連
鎖
店
の
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
和
信
連
鎖
店
の
経
営
的
特
徴
大
阪
仕
入
部
和
信
連
鎖
店
（
）
が
、
今
で
言
う
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
こ
と
は
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
図
は
朝
鮮
半
島
全
土
に
立
地
す
る
和
信
連
鎖
店
で
あ
る
。
和
信
連
鎖
店
の
特
徴
と
し
て
、
第
一
に
連
鎖
店
に
対
し
て
商
品
供
給
・
資
金
融
通
を
行
う
（
不
動
産
を
担
保
）、
第
二
に
製
造
業
者
か
ら
の
直
接
大
量
仕
入
を
行
い
（
）
、
中
間
利
益
の
排
除
、
生
産
原
価
の
低
減
、
信
用
向
上
を
狙
う
。
図
和
信
連
鎖
店
の
商
品
仕
入
系
統
図
は
在
来
の
仕
入
方
法
に
対
し
て
、
和
信
独
自
の
仕
入
方
法
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
工
場
か
ら
直
送
す
る
こ
と
で
各
種
問
屋
の
手
数
料
を
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
図 ．朝鮮半島の和信連鎖店
出所 前掲 和信五十年史 。
出所 同前、 。
図 ．和信連鎖店の商品仕入系統図
戦前京城の百貨店
第
三
に
大
規
模
な
配
給
網
（
配
給
所
）
を
設
置
す
る
。
第
四
に
販
売
方
法
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
指
導
を
行
う
。
最
後
に
季
節
ご
と
の
見
本
市
を
開
催
す
る
。
そ
こ
で
は
中
間
業
者
を
排
除
し
て
、
大
量
仕
入
・
大
量
販
売
を
行
う
体
制
を
整
え
て
い
る
。
な
ぜ
こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
経
過
を
見
て
お
こ
う
。
経
過
（
）
和
信
は
一
九
三
一
年
か
ら
連
鎖
店
の
調
査
研
究
を
始
め
、
一
九
三
四
年
六
月
加
盟
店
の
募
集
を
開
始
し
た
。
そ
の
際
約
一
万
二
千
件
の
照
会
が
あ
り
、
う
ち
参
加
申
込
書
の
提
出
が
約
四
六
件
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
一
九
三
五
年
一
月
ま
で
に
契
約
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
が
約
三
七
店
で
あ
っ
た
。
な
か
な
か
の
盛
況
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
朝
鮮
の
特
殊
事
情
も
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
‥
多
数
の
富
豪
が
田
舎
に
ゐ
る
事
。
第
二
に
、
配
給
上
の
実
力
が
、
長
く
内
地
人
及
び
支
那
人
の
手
に
あ
つ
て
、
其
の
為
朝
鮮
人
の
商
取
引
上
幾
多
不
自
由
な
立
場
に
あ
つ
た
事
。
第
三
に
、
法
律
上
債
権
債
務
の
責
任
が
生
じ
来
る
保
證
連
帯
借
入
等
に
對
し
て
朝
鮮
人
の
考
へ
方
が
比
較
的
ル
ー
ズ
で
あ
る
事
、
第
四
に
、
市
場
の
取
引
が
甚
だ
し
く
幼
稚
で
あ
つ
て
、
値
段
は
高
く
、
品
質
は
粗
悪
で
而
も
金
利
は
法
外
に
高
い
事
等
を
あ
げ
る
事
が
出
来
る
。
此
等
の
事
情
が
、
二
倍
三
倍
に
も
運
用
し
た
い
商
人
の
不
動
産
的
資
本
に
、
精
々
半
分
だ
け
の
信
用
し
か
與
へ
ら
れ
な
い
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
和
信
の
分
店
を
目
指
し
て
、
地
方
の
商
店
が
殺
到
し
来
る
理
由
で
あ
る
と
い
う
（
）
。
同
社
は
、
京
城
見
本
市
を
年
二
回
開
催
し
た
。
そ
し
て
、
模
範
店
（
直
営
店
（
）
）
を
用
意
し
具
体
的
な
陳
列
・
販
売
方
法
を
提
案
し
た
。
一
九
三
四
年
十
一
月
の
売
上
高
は
八
十
万
円
で
、
翌
年
三
月
は
百
二
十
万
円
（
二
四
店
参
加
）、
同
年
七
月
売
上
高
一
六
万
円
（
三
七
店
参
加
）
と
急
速
に
売
上
高
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。配
給
所
（
）
（
京
城
、
釜
山
、
平
壌
、
元
山
）
に
お
け
る
見
本
陳
列
販
売
は
一
九
三
五
年
末
で
売
上
高
七
万
円
、
そ
の
商
品
提
供
業
者
は
大
阪
一
五
店
、
名
古
屋
二
店
、
東
京
一
店
、
朝
鮮
二
店
で
、
圧
倒
的
に
大
阪
が
多
か
っ
た
。商
品
分
野
と
し
て
は
、
洋
服
雑
貨
、
既
製
服
、
瀬
戸
物
、
荒
物
、
文
具
、
食
料
品
、
小
間
物
、
化
粧
品
、
玩
具
、
用
達
品
（
）
で
あ
っ
た
。
商
品
は
、
、
に
区
分
さ
れ
、
は
連
鎖
店
の
み
販
売
は
京
城
配
給
所
の
み
在
庫
（
連
鎖
店
・
百
貨
店
・
平
壌
支
店
共
通
）、
は
見
本
市
の
み
の
販
売
と
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
数
量
、
品
揃
え
が
な
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
商
品
区
分
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
で
、
商
品
ご
と
の
仕
入
量
を
確
保
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
利
益
率
を
明
ら
か
に
し
て
、
経
営
効
率
高
め
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
朝
鮮
半
島
は
広
く
、
そ
の
商
品
ニ
ー
ズ
は
多
様
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
同
社
の
紹
介
記
事
（
百
貨
店
新
聞
）
に
掲
載
さ
れ
た
協
賛
広
告
業
者
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
百
貨
店
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
祝
和
信
新
築
開
店
業
者
広
告
（
）
食
品
（
全
業
者
、
う
ち
大
阪
業
者
）
全
業
者
中
、
大
阪
業
者
（
大
阪
業
者
率
・
％
）
明
治
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、（
カ
ル
ケ
ッ
ト
・
ビ
ス
ケ
ッ
ト
製
造
）
中
央
製
菓
（
東
京
本
社
、
大
阪
支
社
）、
日
清
製
粉
神
戸
支
店
（
神
戸
市
神
戸
区
）、
森
永
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、（
酢
の
素
）
近
藤
酢
の
素
製
造
所
（
大
阪
市
北
区
）、
繊
維
品
（
服
類
）
（
全
業
者
、
う
ち
大
阪
業
者
）
（
カ
タ
ン
糸
製
造
）
シ
ン
ガ
ー
製
糸
合
資
会
社
（
岡
山
県
）、（
学
生
服
作
業
服
子
供
服
）
河
盛
利
兵
衛
商
店
大
阪
支
店
洋
服
部
（
大
阪
市
東
区
）、（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
カ
ラ
ー
製
造
）
玉
屋
シ
ャ
ツ
営
業
所
（
大
阪
市
東
区
）、（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
・
パ
ジ
ャ
マ
製
造
）
合
資
会
社
ア
イ
デ
ア
ル
商
会
（
大
阪
市
東
区
）、（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
カ
ラ
ー
製
造
卸
）
児
玉
久
衛
門
商
店
（
大
阪
市
西
区
）、（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
カ
ラ
ー
製
造
卸
）
今
井
松
商
店
（
大
阪
市
天
王
寺
区
）、（
手
編
毛
糸
・
毛
布
・
メ
リ
ヤ
ス
・
シ
ョ
ー
ル
）
松
本
鉄
次
郎
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
・
マ
フ
ラ
ー
）
中
西
儀
兵
衛
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
靴
下
）
池
尾
商
会
（
大
阪
市
西
淀
川
区
）、（
メ
リ
ヤ
ス
雑
貨
・
手
袋
・
靴
下
製
造
）
丸
松
合
資
会
社
、（
高
級
琺
瑯
）
相
愛
商
会
（
大
阪
市
西
淀
川
区
）、（
毛
綿
メ
リ
ヤ
ス
製
造
卸
）
大
山
定
商
店
（
大
阪
市
此
花
区
）、（
子
供
帽
子
製
造
）
藍
坂
製
帽
所
（
大
阪
市
北
区
）、（
帽
子
卸
商
）
木
村
盛
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
メ
リ
ヤ
ス
）
大
東
商
店
雑
貨
部
（
大
阪
市
西
区
）、（
絹
織
物
・
人
絹
織
物
）
森
田
秋
義
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
ワ
イ
シ
ャ
ツ
・
ネ
ク
タ
イ
・
カ
ラ
ー
）
鈴
現
シ
ャ
ツ
部
（
名
古
屋
市
西
区
）、（
婦
人
子
供
服
・
ド
レ
ス
製
造
卸
）
栄
久
ド
レ
ス
商
会
（
大
阪
市
東
区
）、
（
メ
リ
ヤ
ス
製
造
）
名
古
屋
起
毛
合
名
会
社
（
名
古
屋
市
中
区
）、（
綿
布
・
毛
織
物
・
防
水
布
・
加
工
品
）
合
名
会
社
荒
木
商
店
綿
服
部
（
名
古
屋
市
東
区
）、（
毛
手
袋
・
毛
メ
リ
ヤ
ス
製
造
卸
）
山
内
兼
吉
商
店
（
名
古
屋
市
中
区
）、（
ニ
ッ
ケ
メ
リ
ヤ
ス
・
靴
下
・
海
水
着
ニ
ッ
ケ
特
約
店
）
合
資
会
社
玉
手
弘
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
婦
人
子
供
服
・
毛
糸
製
品
卸
問
屋
）
滝
本
合
名
会
社
（
大
阪
市
東
区
）、
市
田
商
店
大
阪
店
、（
子
供
服
・
装
飾
品
）
マ
ス
ヤ
商
店
（
神
戸
市
元
町
）、（
製
絲
所
）
大
洞
真
治
（
名
古
屋
市
東
区
）
繊
維
（
小
間
物
類
）
（
全
業
者
、
う
ち
大
阪
業
者
）
（
ネ
ク
タ
イ
製
造
）
寺
田
商
店
（
東
京
市
日
本
橋
）、（
ネ
ク
タ
イ
製
造
）
矢
野
甚
三
郎
商
店
（
大
阪
市
西
区
）、（
ネ
ク
タ
イ
）
ニ
シ
ム
ラ
・
ト
レ
ー
ヂ
ン
グ
コ
ム
パ
ニ
ー
（
大
阪
市
北
区
）、（
靴
下
）
中
西
栄
一
商
店
（
大
阪
市
南
区
）、（
洋
傘
・
シ
ョ
ー
ル
・
メ
リ
ヤ
ス
）
北
川
慶
次
郎
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
靴
下
専
門
製
造
卸
）
久
保
田
正
直
商
店
（
大
阪
市
此
花
区
）、（
風
呂
敷
製
造
卸
）
山
繁
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
カ
ー
テ
ン
・
テ
ー
ブ
ル
掛
・
敷
物
・
室
内
装
飾
品
）
合
資
会
社
河
合
増
治
郎
商
店
（
名
古
屋
市
中
区
）、（
絹
綿
毛
皮
手
袋
、
製
造
販
売
）
棚
次
商
店
（
大
阪
市
西
区
）、（
靴
下
手
袋
）
壽
原
商
事
大
阪
支
社
、（
マ
フ
ラ
ー
・
ス
テ
ッ
キ
・
洋
傘
・
服
装
雑
貨
卸
商
）
西
村
高
蔵
商
店
（
大
阪
市
西
区
）、（
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
）
濱
口
俊
介
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
鞄
・
靴
・
袋
物
満
鮮
貿
易
商
）
石
原
嘉
十
郎
商
店
（
大
阪
市
西
区
）、（
洋
傘
製
造
卸
）
石
川
洋
傘
店
（
大
阪
市
浪
速
区
）、（
高
級
袋
物
）
玉
置
伊
助
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
袋
物
鞄
類
・
皮
革
製
品
卸
商
）
駒
井
本
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
化
粧
品
・
白
粉
・
雑
貨
卸
商
）
岡
本
信
太
郎
商
店
（
東
京
市
京
橋
区
）、（
靴
鞄
製
造
卸
商
）
佐
藤
謙
商
店
（
名
古
屋
市
西
区
）、（
傘
、
製
造
卸
問
屋
）
浅
野
仁
三
郎
商
店
（
名
古
屋
市
中
区
）、（
風
呂
敷
問
屋
）
三
枝
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
手
袋
・
靴
下
・
雑
貨
製
造
）
吉
金
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
タ
オ
ル
敷
布
製
織
問
屋
）
合
名
会
社
野
村
浴
巾
商
店
（
名
古
屋
市
中
区
）、（
帽
子
卸
商
）
加
藤
健
商
店
（
大
阪
市
東
区
）
戦前京城の百貨店
雑
貨
（
金
属
、
木
製
、
他
）
（
全
業
者
、
う
ち
大
阪
業
者
）
（
琺
瑯
鉄
器
）
伊
藤
琺
瑯
（
大
阪
市
西
成
区
）、（
額
縁
）
日
本
額
縁
絵
画
（
神
戸
市
葺
合
区
）、（
紙
）
日
本
紙
業
（
大
阪
市
西
区
）、（
食
堂
用
子
供
紙
エ
プ
ロ
ン
）
高
橋
印
刷
所
（
大
阪
市
東
淀
川
区
）、（
学
習
帳
・
ノ
ー
ト
ブ
ッ
ク
）
岡
本
ノ
ー
ト
社
（
大
阪
市
南
区
）、（
石
鹸
）
合
同
油
脂
（
東
京
都
麹
町
区
）、（
石
鹸
）
吉
田
實
石
鹸
（
大
阪
市
東
淀
川
区
）、（
金
属
雑
貨
・
ア
ン
チ
モ
ニ
ー
輸
出
商
）
梅
村
商
店
大
阪
営
業
所
（
大
阪
市
西
区
）、（
婦
人
子
供
帽
子
）
林
帽
子
合
名
会
社
（
大
阪
市
西
区
）、（
万
年
筆
・
イ
ン
キ
）
川
本
製
作
所
（
大
阪
市
南
区
）、
（
理
髪
具
理
容
具
）
日
理
（
大
阪
市
南
区
）、（
化
粧
品
・
カ
ミ
ソ
リ
卸
商
）
後
藤
商
店
（
大
阪
市
港
区
）、（
ズ
ボ
ン
吊
・
ガ
ー
タ
ー
ほ
か
）
椎
尾
清
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
ス
テ
ッ
キ
製
造
卸
商
）
井
村
友
三
郎
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
縫
い
針
、
裁
縫
用
品
）
山
口
忠
兵
衛
（
京
都
市
松
原
通
）、（
ア
ン
チ
モ
ニ
・
金
属
雑
貨
）
亜
洲
洋
行
（
大
阪
市
西
区
）、（
家
庭
金
物
卸
問
屋
）
合
名
会
社
田
島
商
店
（
大
阪
市
西
区
）、
眞
生
製
陶
所
（
三
重
県
四
日
市
）、（
ア
ル
ミ
・
バ
ケ
ツ
・
鍋
釜
卸
商
）
田
中
新
商
店
（
大
阪
市
西
区
）、（
歯
ブ
ラ
シ
・
櫛
・
ハ
ン
カ
チ
ー
フ
・
香
水
化
粧
瓶
・
カ
ッ
タ
ー
）
西
岡
貞
商
店
（
大
阪
市
東
区
）、（
家
具
漆
器
・
鏡
台
針
箱
製
造
輸
出
）
合
名
会
社
大
芝
組
（
静
岡
県
人
宿
町
）、（
木
製
文
房
具
・
事
務
用
品
漆
器
雑
貨
製
造
）
田
中
浩
二
商
店
（
静
岡
市
本
通
）、（
手
芸
材
料
・
フ
ァ
ス
ナ
ー
）
藤
崎
商
会
（
大
阪
市
東
淀
川
区
）、（
食
器
具
一
般
）
池
田
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
（
大
阪
市
浪
速
区
）、（
手
芸
材
料
・
美
術
カ
レ
ン
ダ
ー
製
造
直
輸
出
入
）
松
山
彌
五
郎
商
店
（
大
阪
市
南
区
）、（
歯
ブ
ラ
シ
）
森
本
商
店
（
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪
）、（
防
水
マ
ン
ト
・
ゴ
ム
製
品
）
大
藤
防
水
布
製
造
所
（
広
島
市
西
引
御
堂
町
）、（
扇
子
商
）
青
木
扇
舗
（
大
阪
市
東
区
）
そ
の
他
（
全
業
者
、
う
ち
大
阪
業
者
）
国
際
通
運
大
阪
支
店
（
大
阪
市
北
区
）、（
日
用
品
百
貨
店
卸
問
屋
）
富
田
箸
店
（
名
古
屋
市
西
区
）
全
八
四
業
者
中
五
四
業
者
が
大
阪
業
者
で
そ
の
率
六
十
四
・
三
％
で
あ
っ
た
。
協
賛
広
告
か
ら
見
て
も
大
阪
の
仕
入
業
者
の
割
合
が
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
仕
入
の
原
則
に
つ
い
て
見
て
お
く
と
、
製
造
品
の
直
接
仕
入
を
原
則
と
し
て
、
あ
る
規
格
を
決
め
て
該
当
す
る
商
品
を
仕
入
れ
る
場
合
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
例
外
的
に
販
売
値
段
を
先
に
決
め
て
商
品
を
仕
入
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
と
い
う
。
具
体
的
に
は
、
一
商
品
に
つ
き
三
店
ぐ
ら
い
納
入
さ
せ
採
用
商
品
を
決
定
す
る
。
商
品
は
約
三
万
点
あ
り
、
不
合
格
品
の
返
品
経
費
だ
け
で
二
千
円
も
か
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
仕
入
れ
元
の
大
阪
仕
入
部
に
お
い
て
審
査
会
を
行
い
経
費
を
削
減
し
た
。
連
鎖
店
の
指
導
（
）
に
つ
い
て
は
、
商
品
管
理
、
売
出
計
画
、
帳
簿
整
理
、
さ
ら
に
店
舗
改
造
、
増
築
、
模
様
替
え
を
す
る
専
門
建
築
技
師
を
三
名
常
設
し
た
（
各
店
舗
に
は
和
信
の
マ
ー
ク
が
掲
げ
ら
れ
た
）。
店
舗
指
導
の
か
な
め
（
指
導
線
）
と
し
て
は
、
売
上
増
進
、
正
札
販
売
励
行
、
掛
売
厳
禁
等
の
実
際
的
な
監
督
で
あ
り
、
帳
簿
伝
票
等
の
事
務
様
式
の
指
導
で
あ
っ
た
。
殊
に
正
札
販
賣
の
如
き
は
地
方
に
よ
つ
て
は
非
常
に
困
難
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
一
年
一
回
拂
ひ
の
掛
売
を
習
慣
と
す
る
実
情
と
共
に
半
島
商
人
の
使
命
を
要
す
る
問
題
（
）
と
さ
れ
た
。
地
方
で
は
、
農
産
物
収
入
が
中
心
で
収
穫
期
の
年
一
回
商
品
代
金
を
支
払
う
形
が
多
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
金
収
入
が
な
い
た
め
、
掛
売
り
が
中
心
と
な
り
正
札
販
売
（
定
価
販
売
）
が
励
行
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
和
信
連
鎖
店
の
事
業
と
し
て
は
成
立
し
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
連
鎖
店
契
約
の
内
容
和
信
連
鎖
店
の
総
則
（
）
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
同
店
の
実
態
を
知
る
貴
重
な
資
料
な
の
で
長
文
を
い
と
わ
ず
引
用
す
る
。
一
、
株
式
会
社
和
信
ハ
朝
鮮
内
各
枢
要
ノ
地
ニ
和
信
連
鎖
店
ヲ
設
置
シ
日
用
百
貨
ヲ
設
置
販
賣
セ
シ
ム
二
、
連
鎖
店
ハ
全
鮮
市
場
所
在
地
一
千
四
百
八
十
一
個
所
中
、
人
口
希
薄
、
交
通
極
不
便
ナ
ル
處
ヲ
除
キ
約
一
千
個
ヲ
設
ク
三
、
各
連
鎖
店
ハ
自
己
ノ
計
算
ニ
テ
独
立
ニ
営
業
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
和
信
ト
ハ
法
律
上
本
支
店
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、
但
連
鎖
店
ハ
商
品
ヲ
廉
價
ニ
テ
仕
入
レ
ン
ガ
為
メ
ニ
和
信
ヲ
通
ジ
テ
仕
入
レ
、
営
業
ノ
発
展
統
一
ヲ
期
ス
ル
為
メ
ニ
和
信
ノ
指
導
監
督
ヲ
受
ク
四
、
和
信
連
鎖
店
ヲ
経
営
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
左
記
資
格
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス一
、
身
元
確
實
ナ
ル
モ
ノ
二
、
商
人
ト
シ
テ
ノ
経
験
又
ハ
素
質
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
三
、
相
當
ノ
資
産
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
五
、
和
信
連
鎖
店
ハ
地
方
ノ
人
口
及
経
済
状
況
ニ
ヨ
リ
左
ノ
如
ク
之
ヲ
四
級
ニ
分
ツ
一
級
在
庫
高
五
千
圓
以
上
二
級
在
庫
高
三
千
圓
以
上
三
級
在
庫
高
二
千
圓
以
上
四
級
在
庫
高
一
千
圓
以
上
但
壱
萬
圓
以
上
ノ
者
及
大
都
市
ノ
希
望
者
ハ
別
ニ
契
約
ス
六
、
連
鎖
店
ニ
テ
販
賣
ス
ル
商
品
ハ
左
ノ
各
種
ト
ス
食
料
品
、
洋
品
雑
貨
、
瀬
戸
物
、
荒
物
、
文
房
具
、
紙
類
、
手
藝
品
、
化
粧
品
、
賣
薬
、
玩
具
、
履
物
類
但
在
庫
一
萬
圓
以
上
及
大
都
市
ノ
連
鎖
店
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ズ
（
取
引
方
法
）
十
八
、
連
鎖
店
ハ
左
記
ノ
事
項
ヲ
遵
守
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
一
、
正
札
販
賣
ヲ
励
行
ス
ル
コ
ト
二
、
商
品
ノ
賣
値
ハ
低
廉
ヲ
旨
ト
シ
仕
入
原
價
ニ
對
シ
本
社
ガ
随
時
指
定
通
知
ス
ル
最
高
利
益
率
ヲ
加
算
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
超
過
セ
ザ
ル
コ
ト
三
、
帳
簿
、
傳
票
其
他
諸
用
紙
ハ
様
式
ヲ
統
一
ス
ル
為
メ
本
社
所
定
ノ
モ
ノ
ヲ
使
用
ス
ル
コ
ト
四
、
本
社
及
配
給
所
派
遣
ノ
指
導
員
ノ
指
導
ヲ
受
ケ
且
検
査
員
ノ
検
査
ヲ
拒
マ
ザ
ル
コ
ト
十
九
、
本
社
及
各
配
級
所
ニ
指
導
員
ヲ
置
キ
二
箇
月
毎
ニ
各
連
鎖
店
ニ
順
回
派
遣
シ
テ
実
際
ニ
業
務
ヲ
指
導
ス
戦前京城の百貨店
二
十
、
本
社
ハ
検
査
員
ヲ
随
時
連
鎖
店
ニ
派
遣
シ
テ
在
庫
品
、
帳
簿
、
商
品
ノ
定
價
、
及
他
店
ヨ
リ
仕
入
品
ノ
有
無
其
他
ノ
事
項
ヲ
検
査
ス
二
一
、
本
社
ハ
連
鎖
店
指
導
ノ
為
メ
ニ
以
上
ノ
外
尚
次
ノ
如
キ
コ
ト
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
ス
一
、
月
報
カ
タ
ロ
グ
ノ
発
行
二
、
随
時
京
城
ニ
見
本
市
ヲ
開
催
ス
ル
コ
ト
三
、
随
時
連
鎖
店
主
ヲ
招
待
シ
テ
東
京
大
阪
等
各
地
ノ
商
工
業
ヲ
視
察
セ
シ
ム
四
、
模
範
商
品
ヲ
設
置
シ
テ
店
主
ノ
供
覧
及
實
習
ニ
供
ス
二
二
、
和
信
ハ
連
鎖
店
ニ
商
品
ヲ
配
給
ス
ル
ニ
當
リ
テ
ハ
連
鎖
店
ノ
便
益
ノ
為
メ
ニ
現
金
取
引
ヲ
要
求
セ
ズ
。
連
鎖
店
ノ
等
級
別
ニ
従
ヒ
テ
取
引
限
度
ヲ
設
ケ
其
限
度
内
ニ
於
テ
商
品
ヲ
配
給
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
二
三
、
連
鎖
店
ヲ
経
営
ス
ル
者
ハ
取
引
限
度
ヲ
確
保
ス
ル
為
メ
ニ
本
社
ガ
相
當
ト
認
ム
ル
不
動
産
ニ
對
シ
テ
本
社
指
定
ノ
方
法
ニ
依
リ
テ
根
抵
當
権
ヲ
設
定
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
。
根
抵
當
権
設
定
限
度
金
額
ハ
不
動
産
鑑
定
金
額
一
杯
ト
シ
取
引
限
度
ハ
其
ノ
三
分
之
二
以
内
ト
ス
但
連
鎖
店
ガ
多
年
取
引
ノ
結
果
信
用
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
取
引
限
度
ヲ
根
抵
當
権
設
定
金
額
迄
拡
張
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
二
四
、
不
動
産
ノ
鑑
定
ハ
本
社
ガ
銀
行
又
ハ
金
融
組
合
ニ
委
託
シ
テ
之
ヲ
行
フ
二
五
、
本
社
ガ
配
給
シ
タ
ル
商
品
ニ
對
シ
テ
ハ
商
品
出
荷
日
ヨ
リ
四
個
月
乃
至
五
個
月
拂
ノ
手
形
ヲ
取
組
モ
ノ
ト
ス
二
六
、
連
鎖
店
ガ
取
引
限
度
以
上
ニ
仕
入
ヲ
ナ
サ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
増
担
保
ヲ
提
供
ス
ル
カ
又
ハ
既
ニ
引
受
ケ
タ
ル
手
形
ヲ
期
限
前
ニ
支
拂
フ
コ
ト
ヲ
要
ス
二
七
、
連
鎖
店
ハ
開
店
上
必
要
ナ
ル
設
備
費
ヲ
取
引
限
度
内
ニ
於
テ
現
金
ニ
テ
融
資
ヲ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
二
八
、
其
他
ノ
詳
細
事
項
ハ
連
鎖
店
内
規
ニ
定
ム
ま
ず
、
一
六
条
に
つ
い
て
、
和
信
は
朝
鮮
の
枢
要
地
に
日
用
百
貨
を
販
売
す
る
連
鎖
店
を
一
千
店
規
模
で
設
置
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。
各
連
鎖
店
は
独
立
経
営
で
和
信
と
は
本
支
店
関
係
を
持
た
な
い
。
し
た
が
っ
て
各
店
と
の
契
約
は
商
品
仕
入
れ
や
経
営
指
導
に
関
す
る
も
の
と
な
る
。
連
鎖
店
を
在
庫
高
か
ら
四
つ
に
区
分
し
、
扱
い
商
品
は
食
料
品
、
洋
品
雑
貨
、
瀬
戸
物
、
荒
物
、
文
房
具
、
紙
類
、
手
藝
品
、
化
粧
品
、
賣
薬
、
玩
具
、
履
物
類
で
日
用
雑
貨
を
中
心
に
し
て
い
る
。（
七
一
七
条
は
不
明
）。
次
に
、
一
八
二
一
条
に
つ
い
て
、
正
札
販
売
、
定
価
の
指
定
、
連
鎖
店
指
導
、
商
品
カ
タ
ロ
グ
の
発
行
、
見
本
市
の
開
催
な
ど
を
規
定
し
て
い
る
。
最
後
に
、
二
二
二
八
条
に
つ
い
て
、
商
品
仕
入
れ
に
つ
き
連
鎖
店
に
現
金
取
引
を
要
求
し
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
取
引
限
度
額
を
決
め
て
商
品
を
供
給
す
る
。
す
な
わ
ち
、
掛
も
し
く
は
手
形
で
商
品
を
供
給
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
取
引
限
度
額
を
確
保
す
る
た
め
、
不
動
産
を
担
保
に
資
金
供
給
も
す
る
と
い
う
（
二
四
条
）。
こ
の
点
を
詳
し
く
見
て
お
く
と
次
の
よ
う
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
指
定
銀
行
（
殖
産
銀
行
（
）
）
が
鑑
定
を
し
て
、
和
信
は
保
証
料
（
日
歩
三
厘
）
を
支
払
う
（
）
。
元
来
朝
鮮
地
方
の
小
賣
業
界
は
値
引
き
掛
賣
り
を
以
て
年
来
の
習
性
と
な
り
、
こ
れ
が
為
経
営
者
は
資
金
の
運
用
上
止
む
な
く
著
し
く
高
利
の
借
入
金
を
融
通
し
て
年
に
一
回
乃
至
二
回
の
集
金
期
迄
を
糊
塗
し
て
居
る
。
現
存
で
も
雑
貨
に
對
す
る
手
形
は
朝
鮮
に
於
け
る
限
り
全
く
無
價
値
同
様
で
あ
つ
て
、
殆
ど
割
引
の
せ
ら
れ
る
ゝ
所
も
な
い
。
そ
こ
で
和
信
は
連
鎖
店
の
売
掛
け
代
金
を
手
形
で
領
収
し
て
こ
れ
を
殖
産
銀
行
に
譲
渡
し
帳
簿
の
決
済
を
す
る
、
銀
行
は
其
期
限
に
於
て
譲
渡
人
和
信
の
債
権
を
取
立
て
る
、
そ
う
し
て
此
取
立
て
が
円
滑
に
行
か
な
か
つ
た
場
合
初
め
て
担
保
物
件
の
處
分
を
す
る
と
い
ふ
通
常
の
方
法
な
の
だ
。
（
こ
こ
に
）
和
信
の
任
務
が
生
じ
る
訳
だ
。
早
い
話
が
保
証
人
と
し
て
の
責
務
を
完
済
す
る
手
段
で
あ
る
（
）
。
つ
ま
り
和
信
が
加
盟
店
の
担
保
を
殖
産
銀
行
で
再
割
引
し
て
資
金
調
達
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
加
盟
店
の
売
掛
金
（
手
形
債
権
）
を
殖
産
銀
行
に
持
ち
込
み
決
裁
す
る
。
も
し
決
裁
不
能
に
な
っ
た
ら
、
そ
の
時
初
め
て
加
盟
店
の
担
保
物
件
を
処
分
す
る
。
加
盟
店
側
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
手
形
拂
ひ
で
現
金
賣
り
、
原
価
安
の
商
品
仕
入
、
営
業
成
績
の
向
上
と
此
三
拍
子
揃
つ
た
経
営
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
、
和
信
の
商
品
が
良
品
廉
価
で
大
量
に
売
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
正
札
販
売
で
現
金
売
り
を
し
な
け
れ
ば
各
連
鎖
店
の
メ
リ
ッ
ト
は
出
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
掛
け
取
引
（
も
し
く
は
手
形
取
引
）
で
仕
入
れ
た
商
品
を
現
金
販
売
す
る
こ
と
で
、
各
店
に
現
金
収
入
が
生
じ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
、
実
際
に
各
連
鎖
店
は
ど
の
よ
う
な
経
営
を
し
て
い
た
の
か
、
事
例
で
見
て
み
よ
う
。
和
信
連
鎖
店
の
事
例
昭
和
初
期
、
商
店
経
営
の
専
門
家
清
水
正
巳
は
朝
鮮
、
中
国
を
旅
行
し
て
小
売
店
を
観
察
し
て
回
っ
た
。
そ
の
時
の
記
録
が
以
下
の
通
り
残
っ
て
い
る
（
）
。（
カ
ッ
コ
お
よ
び
傍
線
は
引
用
者
）
‥
‥
朝
鮮
を
旅
し
て
見
る
と
、
茲
で
は
和
信
連
鎖
店
の
進
出
振
り
に
驚
き
の
目
を
瞠
る
。
和
信
と
云
ふ
の
は
京
城
の
鍾
路
に
本
店
を
持
つ
朝
鮮
人
経
営
の
デ
パ
ー
ト
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
朝
鮮
の
到
る
と
こ
ろ
に
チ
ェ
ー
ン
を
作
り
つ
ゝ
あ
る
の
で
あ
る
。
デ
パ
ー
ト
の
チ
ェ
ー
ン
で
は
な
い
。
小
さ
な
店
を
、
三
間
間
口
、
五
間
間
口
と
云
つ
た
小
さ
な
店
を
和
信
連
鎖
店
の
名
の
下
に
、
拵
へ
つ
ゝ
あ
る
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
。
‥
和
信
は
三
百
六
十
店
、
皆
正
札
販
売
で
あ
る
。
朝
鮮
の
地
方
で
は
一
般
に
正
札
販
売
が
実
行
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
内
地
で
も
さ
う
で
あ
る
が
、
で
あ
る
か
ら
し
て
、
お
客
様
は
内
地
の
地
方
と
同
じ
や
う
に
、
と
て
も
値
切
る
の
で
あ
る
（
傍
線
、
引
用
者
、
以
下
同
じ
）。
‥
和
信
の
一
連
鎖
店
主
に
ど
う
で
す
。
そ
れ
で
も
随
分
値
切
る
で
せ
う
と
訊
ね
た
と
こ
ろ
此
店
は
ま
だ
一
年
と
三
ケ
月
し
か
経
ち
ま
せ
ん
が
、
始
め
の
中
は
、
お
客
様
一
人
残
ら
ず
、
皆
値
切
り
ま
し
た
。
が
、
だ
ん
だ
ん
理
解
さ
れ
ま
し
て
、
此
頃
は
値
切
ら
ず
に
買
つ
て
下
さ
る
お
客
様
が
大
分
殖
え
ま
し
た
。
‥
さ
う
戦前京城の百貨店
一
遍
に
は
行
き
ま
せ
ん
と
云
ふ
答
へ
だ
つ
た
。
図
（
）
は
仁
川
で
見
た
和
信
の
店
の
作
り
方
で
あ
る
。
店
は
奥
行
き
が
浅
く
其
點
不
利
で
あ
る
が
、
そ
の
不
利
の
店
を
上
手
に
活
か
せ
て
ゐ
る
。
私
が
い
つ
も
矢
釜
し
く
云
ふ
字
形
陳
列
臺
は
、
茲
で
は
チ
ャ
ン
と
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
。
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
字
形
と
、
裸
陳
列
の
字
形
と
で
、
字
形
に
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
入
り
口
に
は
誘
導
臺
が
置
い
て
あ
り
、
店
の
中
は
、
呉
服
部
、
化
粧
品
部
、
文
具
部
、
雑
貨
部
、
玩
具
部
、
食
料
品
部
と
分
か
れ
て
ゐ
る
。
云
は
ゞ
小
じ
ん
ま
り
し
た
デ
パ
ー
ト
式
の
店
で
あ
る
。
今
日
は
デ
パ
ー
ト
式
の
店
が
流
行
る
。
町
が
小
さ
け
れ
ば
、
小
さ
い
や
う
に
、
小
さ
な
デ
パ
ー
ト
式
の
店
を
作
れ
ば
よ
い
。
此
店
な
ぞ
實
に
這
入
り
よ
く
、
朝
鮮
人
が
ど
し
ど
し
這
入
つ
て
ゐ
る
。
商
品
は
正
札
の
事
だ
か
ら
、
全
部
値
が
付
い
て
ゐ
る
。
一
つ
残
ら
ず
附
い
て
ゐ
る
。
こ
れ
も
関
心
す
る
。
包
装
は
京
城
本
店
の
そ
れ
と
、
全
く
同
じ
も
の
を
使
つ
て
ゐ
る
。
三
百
六
十
店
、
皆
同
じ
包
紙
を
使
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
店
員
は
朝
鮮
人
の
女
の
子
で
、
一
五
六
か
ら
一
七
八
歳
と
云
ふ
と
こ
ろ
、
白
い
服
に
黒
い
ス
カ
ー
ト
を
つ
け
て
、
一
寸
洋
服
の
感
じ
で
、
と
て
も
可
愛
い
の
が
居
る
。
チ
ェ
ー
ン
の
行
き
方
は
コ
ン
ナ
風
に
し
て
や
る
の
が
一
番
よ
い
と
思
ふ
、
清
水
は
朝
鮮
半
島
か
ら
満
州
に
か
け
て
小
売
店
舗
の
視
察
を
し
て
お
り
、
そ
こ
で
和
信
連
鎖
店
を
と
り
あ
げ
デ
パ
ー
ト
式
の
売
場
構
成
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
和
信
連
鎖
店
の
看
板
、
ス
ト
ア
レ
イ
ア
ウ
ト
、
正
札
（
定
価
売
り
）、
包
装
紙
（
京
城
に
あ
る
和
信
百
貨
店
と
同
じ
も
の
）、
女
子
店
員
に
特
徴
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
図
は
和
信
連
鎖
店
の
外
観
例
で
あ
る
が
、
店
舗
に
よ
っ
て
ビ
ル
の
百
貨
店
式
店
舗
も
あ
れ
ば
、
平
屋
の
雑
貨
店
タ
イ
プ
も
あ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
和
信
（
連
鎖
店
）
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
図
は
百
貨
店
新
聞
表
紙
の
和
信
女
子
店
員
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
改
め
て
和
信
連
鎖
店
の
経
営
的
特
徴
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
第
一
に
和
信
は
大
阪
か
ら
の
仕
入
れ
商
品
を
多
数
扱
っ
て
い
る
。
第
二
に
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
組
織
に
よ
り
連
鎖
店
を
多
店
舗
展
開
し
て
い
る
（
約
三
七
店
）。
こ
れ
は
大
阪
の
島
屋
均
一
チ
ェ
ー
ン
（
単
一
資
本
）
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
和
信
が
和
信
百
貨
店
の
ス
ト
ア
イ
メ
ー
ジ
を
利
用
し
て
、
加
盟
店
を
募
っ
て
商
品
供
給
を
し
て
和
信
連
鎖
店
の
看
板
使
用
、
資
金
調
達
、
経
営
指
導
を
引
き
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
資
金
調
達
に
お
い
て
は
、
各
店
の
商
品
仕
入
代
金
を
和
信
の
信
用
に
よ
っ
て
朝
鮮
殖
産
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
店
よ
り
土
地
建
物
の
担
保
を
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
各
店
の
売
掛
債
権
を
割
り
引
く
形
で
資
金
調
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
期
末
払
い
、
年
季
払
い
が
習
慣
的
に
行
わ
れ
て
い
る
地
方
で
は
、
商
品
だ
け
先
に
出
て
し
ま
っ
て
、
代
金
回
収
が
遅
れ
が
ち
に
な
り
、
小
売
店
の
資
金
シ
ョ
ー
ト
（
不
足
）
が
ま
ま
起
こ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
目
的
で
和
信
が
資
金
調
達
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
資
金
シ
ョ
ー
ト
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
正
札
現
金
販
売
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
、
第
三
に
和
信
は
加
盟
店
に
対
し
て
正
札
現
金
販
売
を
指
導
し
て
い
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そ
う
す
る
こ
と
で
、
和
信
の
信
用
と
各
店
の
経
営
改
革
が
相
乗
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
和
信
連
鎖
店
の
動
向
を
、
国
内
資
料
を
中
心
に
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
戦
前
和
信
百
貨
店
（
）
は
朝
鮮
半
島
唯
一
の
民
族
系
百
貨
店
と
し
て
連
鎖
店
も
多
店
舗
展
開
し
、
大
規
模
小
売
企
業
へ
と
成
長
し
た
。
ま
た
、
朝
鮮
の
小
売
習
慣
近
代
化
に
も
一
定
の
貢
献
を
し
た
と
思
わ
れ
る
。
小
売
業
態
と
し
て
見
た
時
に
、
和
信
の
ケ
ー
ス
は
日
本
の
島
屋
均
一
チ
ェ
ー
ン
（
）
や
阪
急
の
物
産
館
（
）
（
卸
売
事
業
）
と
も
何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
和
信
の
商
品
仕
入
れ
の
多
く
が
大
阪
か
ら
の
も
の
で
、
大
阪
の
小
売
商
業
か
ら
多
く
を
学
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
内
実
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
日
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。
注（
）
林
廣
茂
幻
の
三
中
井
百
貨
店
（
暁
聲
社
、
二
四
年
）、
木
村
健
二
日
中
戦
争
前
後
の
朝
鮮
に
お
け
る
科
学
的
経
営
法
の
導
入
（
、
二
一
六
年
三
月
七
日
ア
ク
セ
ス
）
等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
和
信
連
鎖
店
に
つ
い
て
の
立
ち
入
っ
た
検
討
は
し
て
い
な
い
。
（
）
和
信
百
貨
店
特
輯
号
（
百
貨
店
新
聞
第
二
七
七
号
、
一
九
三
五
年
一
月
四
日
付
）。
（
）
京
城
の
百
貨
店
、
商
店
街
に
つ
い
て
は
平
野
隆
氏
の
一
連
の
研
究
が
あ
る
。
同
氏
は
、
戦
前
の
大
手
百
貨
店
の
地
方
進
出
の
過
程
を
描
き
、
わ
け
て
も
京
城
の
百
貨
店
の
み
な
ら
ず
商
店
街
の
動
向
に
つ
い
て
も
詳
細
に
掘
り
下
げ
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
の
百
貨
店
の
進
出
が
植
民
地
統
治
の
手
段
に
な
っ
た
と
指
摘
し
、
そ
れ
は
ハ
ー
ド
面
か
ら
で
は
な
く
流
行
な
ど
ソ
フ
ト
面
か
ら
日
本
人
の
目
を
通
し
て
京
城
に
欧
米
の
商
品
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
百
貨
店
の
陳
列
・
正
札
販
売
は
京
城
の
小
売
業
に
も
一
定
の
影
響
を
与
え
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
平
野
隆
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
山
本
武
利
・
西
沢
保
編
百
貨
店
の
文
化
史
世
界
思
想
社
、
一
九
九
九
年
、
同
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
百
貨
店
の
植
民
地
進
出
京
城
現
、
ソ
ウ
ル
の
事
例
を
中
心
に
法
学
研
究
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
、
二
四
年
一
月
、
同
植
民
地
下
の
京
城
に
お
け
る
中
小
商
業
問
題
の
展
開
柳
沢
遊
・
木
村
健
二
・
浅
田
進
史
編
著
日
本
帝
国
勢
力
圏
の
東
ア
ジ
ア
都
市
経
済
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
株
式
会
社
、
二
一
三
年
）。
他
に
は
注
の
ほ
か
、
末
永
國
紀
近
代
近
江
商
人
経
営
史
論
（
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
）、
徐
智
瑛
京
城
の
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
（
み
す
ず
書
房
、
二
一
六
年
）
等
が
あ
る
。
最
近
、
申
賢
洙
京
城
の
百
貨
店
と
商
業
、
消
費
（
社
会
科
学
研
究
釧
路
公
立
大
学
紀
要
第
二
九
号
、
二
一
七
年
三
月
）
が
出
た
。
韓
国
語
資
料
を
多
数
取
り
入
れ
た
興
味
深
い
研
究
で
あ
る
。
（
）
島
屋
均
一
店
に
つ
い
て
は
、
須
藤
一
高
島
屋
均
一
店
チ
ェ
ー
ン
に
つ
い
て
流
通
産
業
第
五
巻
第
二
号
、
一
九
七
三
年
五
・
六
月
）、
矢
作
敏
行
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
発
展
と
商
人
達
（
上
・
下
）
（
経
営
志
林
第
四
巻
第
三
・
四
号
、
二
三
年
）、
平
野
隆
戦
前
期
日
本
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
の
初
期
的
発
展
と
限
界
（
三
田
商
学
研
究
第
五
巻
第
六
号
、
二
八
年
二
月
）、
武
居
奈
緒
子
大
規
模
小
売
商
に
よ
る
新
業
態
開
発
の
歴
史
的
展
開
高
島
屋
十
銭
ス
ト
ア
の
革
新
性
（
高
嶋
克
義
・
西
村
順
二
編
著
小
売
業
革
新
千
倉
書
房
、
二
一
年
）、
南
方
建
明
高
島
屋
均
一
価
格
店
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
へ
の
歩
み
（
消
費
経
済
研
究
第
四
号
、
二
一
五
年
）、
同
高
島
屋
均
一
価
格
店
戦
後
、
な
ぜ
均
一
価
格
店
業
態
は
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
（消
費
経
済
研
究
第
五
号
、
二
一
六
年
）
等
が
あ
る
。
（
）
久
保
村
・
荒
川
監
修
、
鈴
木
・
白
石
編
最
新
商
業
辞
典
同
文
舘
、
一
九
九
五
年
、
二
九
頁
。
鈴
木
安
昭
昭
和
初
期
の
小
売
商
問
題
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
年
、
一
三
三
一
五
四
頁
）、
石
井
寛
治
編
近
代
日
本
流
通
史
（
東
京
堂
出
版
、
二
五
年
、
七
二
七
六
頁
）。
（
）
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
チ
ェ
ー
ン
に
は
生
産
者
主
導
型
と
小
売
・
卸
売
主
導
型
が
あ
り
、
前
者
は
戦
前
の
森
永
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ス
ト
ア
や
資
生
堂
ベ
ル
ト
ラ
イ
ン
な
ど
が
該
当
す
る
。
後
者
は
、
全
東
京
洋
品
商
連
盟
、
十
合
特
約
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
な
ど
が
該
当
す
る
。
（
）
前
掲
戦
前
期
に
お
け
る
日
本
百
貨
店
の
植
民
地
進
出
。
（
）
株
式
会
社
丁
子
屋
商
店
は
、
小
林
源
右
衛
門
が
伊
勢
桑
名
に
起
こ
し
た
武
具
装
束
店
を
、
女
婿
小
林
源
六
が
四
日
市
津
朝
鮮
・
満
州
と
移
り
つ
つ
、
洋
服
販
売
か
ら
百
貨
店
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
（
木
村
健
二
解
題
丁
子
屋
小
史
昭
和
十
一
年
、
復
刻
版
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
二
年
、
三
頁
）。
丁
子
屋
の
本
部
は
津
市
大
門
町
に
あ
り
新
聞
広
告
も
出
し
て
い
た
が
、
営
業
の
中
心
は
朝
鮮
半
島
や
中
国
東
北
部
に
あ
っ
た
。
（
）
岩
本
真
一
ミ
シ
ン
と
衣
服
の
経
済
史
思
文
閣
、
二
一
四
年
、
六
六
六
九
頁
。
（
）
此
の
平
田
の
爺
さ
ん
凡
て
の
精
力
も
儲
か
る
金
も
凡
て
商
賣
の
方
に
注
ぎ
込
ん
で
、
寄
付
金
は
一
切
御
免
、
新
聞
雑
誌
へ
の
廣
告
は
一
切
御
免
、
交
際
や
公
共
事
業
は
一
切
御
免
と
云
ふ
、
全
く
馬
車
馬
的
に
商
賣
全
力
主
義
だ
兎
に
角
変
つ
た
爺
さ
ん
だ
（
福
禄
山
人
京
城
の
金
持
ち
朝
鮮
及
満
州
第
二
五
四
号
、
一
九
二
九
年
一
月
、
二
七
頁
、
復
刻
版
第
三
四
巻
、
図
書
出
版
語
文
学
社
（
韓
国
）、
二
五
年
）。
（
）
京
城
の
五
大
百
貨
店
に
つ
い
て
は
、
井
上
滋
穂
京
城
デ
パ
ー
ト
合
戦
（
朝
鮮
及
満
州
第
三
一
号
、
一
九
三
三
年
九
月
、
復
刻
版
朝
鮮
及
満
州
第
四
三
巻
、
図
書
出
版
語
文
学
社
（
韓
国
）、
二
五
年
）、
三
越
・
丁
子
屋
・
三
中
井
食
堂
合
戦
記
（
朝
鮮
及
満
州
第
三
一
七
号
、
一
九
三
四
年
四
月
、
復
刻
版
朝
鮮
及
満
州
第
四
四
巻
、
図
書
出
版
語
文
学
社
（
韓
国
）、
二
五
年
）
が
あ
る
。
（
）
と
は
い
え
、
近
隣
小
売
商
に
与
え
る
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
三
越
の
あ
る
本
町
一
二
丁
目
の
小
売
商
店
約
一
八
軒
の
売
場
面
積
は
約
二
千
坪
に
な
る
の
だ
が
、
三
越
、
丁
子
屋
の
売
場
面
積
の
合
計
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
（
宮
林
泰
司
中
小
商
人
を
ど
う
観
る
乎
京
城
商
業
会
議
所
月
報
朝
鮮
経
済
雑
誌
第
一
七
六
号
、
一
九
三
五
年
八
月
、
一
頁
）。
（
）
‥
平
壤
に
は
デ
パ
ー
ト
が
二
つ
あ
つ
て
、
其
二
つ
少
し
も
競
争
を
し
な
い
の
で
あ
る
。
一
つ
は
朝
鮮
の
到
る
と
こ
ろ
に
チ
ェ
ー
ン
式
デ
パ
ー
ト
を
作
つ
て
ゐ
る
三
中
井
で
あ
り
、
一
つ
は
こ
れ
も
チ
ェ
ー
ン
式
デ
パ
ー
ト
を
や
つ
て
ゐ
る
和
信
で
あ
る
。
處
が
三
中
井
は
内
地
人
相
手
の
デ
パ
ー
ト
で
あ
つ
て
、
朝
鮮
の
人
へ
の
商
品
は
一
向
に
な
い
。
朝
鮮
の
人
の
着
る
チ
マ
（
袴
）
の
柄
の
日
本
人
向
な
の
を
一
つ
買
い
た
い
の
だ
が
と
云
つ
た
と
こ
ろ
私
の
方
で
は
朝
鮮
服
は
一
切
や
つ
て
居
り
ま
せ
ん
。
や
ら
う
と
思
ひ
ま
し
て
も
仕
入
れ
が
出
来
ま
せ
ん
そ
ん
な
話
だ
つ
た
。
今
度
和
信
の
お
店
へ
行
て
て
見
る
と
、
内
地
人
向
の
も
の
は
何
一
つ
な
い
。
土
産
物
一
つ
に
し
た
と
こ
ろ
が
朝
鮮
の
人
が
平
壤
へ
来
て
買
つ
て
帰
る
土
産
物
で
、
内
地
の
人
が
朝
鮮
へ
来
て
買
つ
て
帰
る
土
産
物
で
は
な
い
。
お
客
様
は
朝
鮮
の
人
ば
か
り
。
か
う
整
然
と
二
つ
に
分
れ
て
了
ふ
と
、
商
賣
は
至
つ
て
平
和
で
あ
る
。
只
コ
レ
等
の
デ
パ
ー
ト
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
其
の
二
つ
の
店
の
近
く
の
商
賣
街
の
小
賣
商
店
の
人
達
で
あ
る
（
清
水
正
巳
編
輯
商
賣
第
二
巻
第
九
号
、
商
店
経
営
研
究
所
、
一
九
三
六
年
八
月
、
一
九
一
一
頁
）。
（
）
前
掲
幻
の
三
中
井
百
貨
店
。
（
）
一
九
三
六
年
三
月
株
式
会
社
に
改
組
、
資
本
金
二
万
円
。
社
長
朴
與
植
、
専
務
取
締
役
朱
耀
翰
、
常
務
取
締
役
李
駿
基
、
取
締
役
李
基
桁
、
同
李
奎
載
、
監
査
役
林
憲
慶
、
同
李
肯
鍾
（
調
査
彙
報
第
四
年
第
三
号
、
日
本
百
貨
店
商
業
組
合
、
一
九
三
六
年
三
月
、
一
頁
）。
（
）
一
九
四
年
に
は
百
貨
店
か
ら
連
鎖
店
事
業
が
切
り
離
さ
れ
、
連
鎖
店
は
傍
系
会
社
に
な
っ
て
い
た
（
日
本
百
貨
店
総
覧
昭
和
一
七
年
復
刻
版
、
四
八
四
八
五
頁
）。
和
信
の
概
要
は
次
の
通
り
（
経
営
者
の
経
歴
は
ポ
ケ
ッ
ト
会
社
職
員
録
昭
和
一
六
年
版
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
四
年
等
に
よ
戦前京城の百貨店
る
）。
（
役
員
）
代
表
取
締
役
・
朴
興
植
、
専
務
・
和
田
新
平
（
一
八
九
六
年
生
、
京
城
専
修
学
校
卒
、
朝
鮮
総
督
府
属
、
専
売
局
副
事
務
官
、
一
九
二
七
年
退
官
、
鮮
一
紙
物
専
務
、
一
九
三
二
年
和
信
専
務
、
一
九
四
年
辞
任
、
一
九
四
一
年
再
び
就
任
）、
専
務
・
李
奎
載
（
一
八
九
七
年
京
城
生
、
京
畿
中
学
卒
、
一
九
一
八
年
第
一
銀
行
員
、
朝
鮮
殖
産
銀
行
員
、
東
一
銀
行
元
山
支
店
支
配
人
、
一
九
三
三
年
鮮
一
紙
物
支
配
人
、
同
専
務
、
他
関
係
会
社
取
締
役
）、
専
務
・
三
谷
俊
博
（
一
八
八
八
年
島
根
県
生
、
一
九
五
年
島
根
県
立
商
業
学
校
卒
、
渡
鮮
、
仁
川
の
第
一
銀
行
支
店
行
員
、
一
九
一
四
年
朝
鮮
銀
行
東
京
支
店
、
一
九
二
一
年
営
業
部
支
配
人
代
理
、
一
九
三
五
年
麗
水
支
店
支
配
人
、
一
九
三
七
年
辞
職
、
東
一
銀
行
常
務
、
後
本
店
支
配
人
兼
務
、
一
九
四
一
年
和
信
専
務
）、
取
締
役
木
山
経
錫
・
関
奎
植
・
金
委
洙
、
監
査
役
加
賀
直
治
（
京
城
商
工
会
議
所
会
頭
）
・
方
義
錫
、
相
談
役
有
賀
光
豊
（
朝
鮮
殖
産
銀
行
頭
取
）
傍
系
会
社
和
信
連
鎖
店
資
本
金
二
万
円
、
大
同
興
業
資
本
金
二
万
円
、
鮮
一
紙
物
資
本
金
二
五
万
円
、
和
信
貿
易
資
本
金
二
七
五
万
円
、
大
東
織
物
資
本
金
十
八
万
円
。
傍
系
会
社
は
一
九
四
一
年
九
月
和
信
商
事
に
併
合
さ
れ
る
。
（
）
‥
最
後
に
和
信
を
巡
禮
し
た
私
に
、
書
き
漏
ら
せ
な
い
一
事
が
あ
る
。
和
信
の
大
阪
仕
入
部
の
責
任
者
井
田
氏
は
、
朴
社
長
の
普
通
学
校
時
代
（
朝
鮮
の
小
学
校
）
の
校
長
先
生
で
あ
る
。
そ
れ
で
店
員
も
出
入
の
商
人
も
、
此
の
恩
師
に
對
す
る
社
長
の
敬
稱
に
和
し
て
、
先
生
先
生
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
先
生
ど
う
だ
す
あ
き
ま
へ
ん
か
。
先
生
、
こ
の
勘
定
は
如
何
致
し
ま
せ
う
。
と
、
昔
の
校
長
先
生
相
手
に
、
大
阪
の
市
中
で
商
談
が
行
は
れ
る
と
は
、
何
と
朗
か
な
ニ
ュ
ー
ス
で
な
い
か
（
古
澤
常
次
人
格
的
経
営
法
大
同
書
院
、
一
九
三
六
年
、
一
七
一
一
七
二
頁
）。
（
）
林
廣
茂
幻
の
三
中
井
百
貨
店
暁
聲
社
、
二
四
年
、
一
七
四
頁
。
（
）
日
本
百
貨
店
総
覧
（
昭
和
一
七
年
）
復
刻
版
、
人
物
篇
六
四
五
六
四
六
頁
。
（
）
植
民
地
工
業
化
の
中
心
は
日
本
企
業
で
あ
り
、
朝
鮮
人
資
本
が
相
対
的
に
弱
体
で
一
九
四
二
年
中
小
企
業
整
理
令
公
布
で
よ
り
多
く
の
朝
鮮
人
資
本
が
没
落
し
た
。
例
外
的
に
軍
部
と
結
び
つ
い
て
軍
需
に
よ
り
成
長
し
た
の
が
、
金
季
洙
・
朴
興
植
の
朝
鮮
石
油
、
金
季
洙
の
朝
鮮
製
鉄
、
金
季
洙
・
朴
興
植
・
韓
相
龍
・
閔
奎
植
の
朝
鮮
工
作
、
朴
興
植
の
朝
鮮
飛
行
機
な
ど
、
ご
く
少
数
の
対
日
協
力
者
に
率
い
ら
れ
た
企
業
だ
っ
た
と
い
う
（
糟
谷
憲
一
・
並
木
真
人
・
林
雄
介
朝
鮮
現
代
史
山
川
出
版
社
、
二
一
六
年
、
一
五
九
頁
）。
（
）
京
城
和
信
の
ヴ
ォ
ラ
ン
タ
リ
ー
・
チ
ェ
ー
ン
具
体
案
調
査
彙
報
第
二
年
第
七
号
、
日
本
百
貨
店
商
業
組
合
、
一
九
三
四
年
七
月
、
八
二
八
三
頁
。
（
）
店
と
し
て
の
仕
入
れ
先
は
呉
服
類
で
は
主
に
鐘
紡
、
京
城
紡
、
日
本
毛
織
等
の
多
量
生
産
す
る
諸
大
会
社
と
直
接
の
仕
入
を
し
て
ゐ
ま
す
し
食
料
品
の
内
菓
子
砂
糖
類
は
森
永
、
明
治
の
両
社
と
取
引
を
し
て
ゐ
ま
す
（
朴
社
長
語
る
百
貨
店
新
聞
第
二
七
七
号
、
一
九
三
五
年
一
月
四
日
付
、
第
八
面
）。
（
）
和
信
百
貨
店
特
輯
号
（
百
貨
店
新
聞
第
二
七
七
号
、
一
九
三
五
年
一
月
四
日
付
）。
（
）
前
掲
人
格
的
経
営
法
一
六
九
頁
。
（
）
京
城
西
大
門
店
（
直
営
店
）
は
、
売
場
面
積
一
二
坪
、
店
員
二
二
名
、
洋
品
雑
貨
、
文
房
具
、
織
物
、
化
粧
品
、
食
料
品
、
荒
物
、
玩
具
な
ど
一
日
に
約
三
円
以
上
売
り
上
げ
る
（
同
前
）。
（
）
一
九
三
五
年
の
各
配
給
所
の
在
庫
は
京
城
二
十
二
万
円
、
釜
山
一
六
万
円
、
平
壌
一
八
万
円
、
元
山
一
二
万
円
、
郡
山
八
万
円
で
あ
っ
た
。
在
庫
は
直
営
店
・
百
貨
店
で
廉
売
処
分
さ
れ
た
。
（
）
用
度
品
は
包
装
紙
な
ど
の
消
耗
品
を
共
同
購
入
。
常
備
品
と
季
節
品
の
区
別
が
あ
っ
た
。
（
）
和
信
百
貨
店
特
輯
号
（
百
貨
店
新
聞
第
二
七
七
号
、
一
九
三
五
年
一
月
四
日
付
）
よ
り
作
成
。
（
）
こ
れ
は
非
常
に
歓
迎
さ
れ
、
既
に
設
計
新
築
し
た
も
の
二
十
二
件
、
内
部
改
造
増
築
し
た
も
の
八
十
四
件
、
別
に
専
任
書
記
に
よ
る
商
品
管
理
、
賣
出
計
画
、
帳
簿
整
理
等
を
希
望
に
応
じ
て
指
導
し
た
も
の
百
二
十
四
件
、
例
へ
ば
開
店
の
チ
ラ
シ
廣
告
の
如
き
は
何
處
の
店
に
も
応
用
し
得
る
よ
う
五
百
萬
枚
を
印
刷
準
備
し
て
居
り
、
一
店
三
萬
枚
が
僅
々
五
圓
見
當
で
配
給
さ
れ
る
便
利
が
あ
り
大
い
に
利
用
さ
れ
る
（
百
貨
店
新
聞
第
二
七
七
号
、
一
九
三
五
年
一
月
四
日
付
）。
（
）
同
前
。
（
）
相
原
壽
朝
鮮
商
店
縦
走
記
商
店
界
第
一
四
巻
第
九
号
、
一
九
三
四
年
八
月
、
五
十
四
五
十
五
頁
。
（
）
朝
鮮
殖
産
銀
行
の
年
間
貸
出
・
回
収
高
は
一
九
二
五
三
五
年
（
一
年
間
）
の
多
い
年
で
約
一
千
五
百
三
千
万
円
、
少
な
い
年
で
七
百
万
円
以
下
で
あ
る
が
、
一
九
三
七
年
に
は
約
八
千
万
円
に
急
増
し
て
い
る
。
年
末
現
在
高
も
直
近
の
約
一
千
万
円
に
対
し
て
三
千
万
円
に
増
え
て
い
る
（
朝
鮮
殖
産
銀
行
二
年
志
同
行
、
一
九
三
八
年
、
一
七
五
頁
）。
和
信
が
約
三
七
店
の
連
鎖
店
と
契
約
し
た
の
が
一
九
三
五
年
一
月
な
の
で
、
そ
れ
以
後
朝
鮮
殖
産
銀
行
か
ら
相
当
融
資
を
受
け
た
と
推
察
さ
れ
る
。
（
）
同
前
、
五
四
頁
。
（
）
和
信
百
貨
店
追
補
百
貨
店
新
聞
第
二
八
一
号
、
一
九
三
五
年
一
一
月
一
一
日
付
。
（
）
清
水
正
巳
チ
ェ
ー
ン
の
上
手
な
作
り
方
實
例
同
編
輯
商
賣
第
二
巻
第
九
号
、
商
店
経
営
研
究
所
、
一
九
三
六
年
八
月
。
（
）
和
信
連
鎖
店
と
は
や
や
事
情
が
異
な
る
が
、
資
生
堂
連
鎖
店
（
一
九
二
三
年
）
の
正
札
販
売
の
理
由
は
、
小
売
店
の
値
引
き
競
争
・
乱
売
に
対
抗
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
消
費
者
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
当
時
の
資
生
堂
は
業
界
の
二
巨
頭
、
ク
ラ
ブ
、
レ
ー
ト
の
各
社
と
比
べ
て
規
模
が
小
さ
か
っ
た
の
で
、
チ
ェ
ー
ン
ス
ト
ア
方
式
で
対
抗
す
る
目
的
も
あ
っ
た
（
株
式
会
社
資
生
堂
企
業
文
化
部
編
資
生
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
七
十
五
年
史
一
九
一
九
一
九
九
四
同
社
、
一
九
九
五
年
、
一
六
頁
）。
正
札
販
売
に
つ
い
て
は
、
西
村
栄
治
正
札
販
売
の
展
開
百
貨
店
の
大
衆
化
と
小
売
商
問
題
を
中
心
と
し
て
（
大
阪
学
院
大
学
流
通
・
経
営
学
論
集
第
三
五
巻
第
二
・
三
号
、
二
一
年
三
月
）
等
を
参
照
。
（
）
私
は
京
城
の
和
信
商
会
で
一
圓
九
十
銭
や
つ
て
夏
の
麥
稈
帽
子
を
買
つ
た
。
そ
れ
が
京
城
駅
で
雨
に
あ
つ
て
、
び
つ
し
よ
り
ぬ
れ
た
の
で
、
か
ぶ
つ
て
ゐ
る
中
に
は
段
々
形
が
ゆ
が
ん
で
来
て
、
大
阪
に
来
る
と
か
ぶ
れ
な
く
な
つ
た
。
‥
（
大
阪
に
来
て
）
私
は
四
五
軒
の
帽
子
屋
を
歩
い
た
後
、
や
つ
と
頭
に
あ
る
や
つ
を
み
つ
け
た
が
、
そ
れ
は
一
圓
二
十
銭
で
あ
る
。
京
城
で
一
圓
八
十
銭
の
よ
り
も
、
遥
か
に
上
品
な
も
の
で
あ
る
（
高
權
三
大
阪
と
半
島
人
東
光
商
会
書
籍
部
、
一
九
三
八
年
、
三
十
一
頁
）。
戦
後
の
韓
国
百
貨
店
に
つ
い
て
は
、
近
代
化
の
波
よ
せ
る
ソ
ウ
ル
地
区
（
商
店
界
一
九
七
一
年
五
月
）、
研
究
論
文
は
申
賢
洙
韓
国
の
消
費
社
会
と
百
貨
店
（
社
会
科
学
研
究
第
二
六
号
、
二
一
四
年
三
月
）
を
参
照
。
（
）
加
藤
諭
氏
は
、
島
屋
の
内
部
資
料
を
利
用
し
て
、
戦
前
同
社
の
百
貨
店
事
業
・
均
一
店
事
業
の
売
上
高
推
移
や
そ
れ
ぞ
れ
の
粗
利
率
等
を
明
ら
か
に
し
た
（
加
藤
諭
戦
前
島
屋
に
お
け
る
均
一
店
事
業
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト
経
営
第
回
交
通
史
学
会
大
会
二
一
七
年
五
月
七
日
報
告
レ
ジ
ュ
メ
表
）。
同
氏
に
よ
る
と
、
均
一
店
事
業
の
売
上
高
は
百
貨
店
事
業
の
六
七
分
の
一
で
あ
り
、
粗
利
率
は
一
八
二
％
前
後
で
同
じ
ぐ
ら
い
、
店
員
一
人
あ
た
り
の
売
場
面
積
は
一
三
前
後
で
こ
れ
も
同
じ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
い
う
。
（
）
阪
急
物
産
館
は
阪
急
電
鉄
が
百
貨
店
事
業
の
関
連
か
ら
卸
売
業
に
参
入
し
た
も
の
だ
が
、（
反
百
貨
店
運
動
を
回
避
し
て
）
零
細
小
売
商
を
育
成
指
導
す
る
側
面
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
商
品
供
給
に
現
金
取
引
を
採
用
し
た
点
が
和
信
連
鎖
店
と
は
逆
の
行
き
方
で
あ
っ
て
、
資
金
調
達
の
途
の
な
い
零
細
小
売
商
に
は
利
用
し
に
く
か
っ
た
。
結
果
と
し
て
そ
れ
ほ
ど
大
規
模
化
し
て
い
な
い
（
谷
内
正
往
戦
前
大
阪
の
鉄
道
と
デ
パ
ー
ト
東
方
出
版
、
二
一
四
年
、
一
九
一
一
三
頁
）。
（
追
記
）
本
稿
は
、
平
成
二
十
九
年
一
月
十
七
日
関
西
大
学
・
経
済
政
治
研
究
所
第
回
公
開
セ
ミ
ナ
ー
の
報
告
戦
前
、
デ
パ
ー
ト
（
百
貨
店
）
か
ら
見
た
大
阪
と
京
城
（
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
・
児
島
惟
謙
館
）
を
元
に
し
て
い
る
。
